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令和 ４ 年 度 当初 予算 施政 方 針  

 

令 和 ４ 年 都 城 市 議 会 ３ 月 定 例 会 の 開 会 に 当 た り 、 市 政 運 営

に 対 す る 基 本 的 な 考 え 方 に つ い て 、 所 信 を 申 し 述 べ ま す と と

もに 、 令 和 ４年 度 当 初予 算 の大 要を 御説 明 申し 上げ ます 。  

さ て 、 皆 様 御 承 知 の と お り 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 に

つ き ま し て は 、 変 異 を 重 ね な が ら 今 日 ま で 至 っ て お り 、 世 界

中 で 多 く の 感 染 者 ・ 死 亡 者 が 確 認 さ れ 、 我 が 国 に お き ま し て

も、 令和 ２ 年２ 月 以 降、 全 国で 感染 が拡 大 し て おり ます 。  

こ の 間 、 国 は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス ワ ク チ ン 接 種 を 積 極 的

に 進 め 、 感 染 の 抑 制 に 努 め て き ま し た が 、 令 和 ４ 年 １ 月 か ら

の 第 ６ 波 に お い て は 、 ピ ー ク 時 に は 、 １ 日 に １ ０ 万 人 を 超 え

る 新 規 感 染 者 が 確 認 さ れ 、 多 く の 都 道 府 県 に ま ん 延 防 止 等 重

点措 置が 適 用 さ れる 事態 と なり まし た 。  

ま た 、 宮 崎 県 に お い て も 、 令 和 ４ 年 １ 月 ２ ５ 日 か ら 現 在 に

至 る ま で 、 県 内 全 域 を ま ん 延 防 止 等 重 点 措 置 区 域 と し 、 飲 食
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店 等 の 営 業 時 間 短 縮 要 請 を 行 う な ど 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感

染 症 と の 闘 い は 続 い て お り 、 未 だ 先 の 見 通 せ な い 状 況 で あ り

ます 。  

こ う し た 中 、 令 和 ３ 年 度 に お き ま し て も 、 ま ず は 、 新 型 コ

ロナ ウイ ル ス感 染症 対策 に 注力 して まい り まし た。  

特 に 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス ワ ク チ ン 接 種 に 当 た っ て は 、 集

団 接 種 と 個 別 接 種 を 組 み 合 わ せ 、 重 症 化 が 危 惧 さ れ る 高 齢 者

を は じ め 、 希 望 す る 市 民 へ の ２ 回 の ワ ク チ ン 接 種 を ス ピ ー ド

感 を も っ て 実 施 し た と こ ろ で あ り 、 現 在 、 ３ 回 目 の ワ ク チ ン

接種 を進 め てい ると ころ で あり ます 。  

また 、地 域 経済 の 回復 等の 対 策と して 、「 住宅 リ フ ォー ム促

進 事 業 」 に 加 え 、 本 市 で 初 め て の 地 域 通 貨 と な る 「 に く

Ｐ Ａ Ｙ 」 に も 取 り 組 み 、 多 く の 市 民 の 皆 様 に ご 利 用 い た だ い

たと ころ で あり ま す 。  

一方 、就 任 以来 一 貫し て取 り 組ん で き てお り ます 、“本 市が

持つ ３つ の 宝”、すな わち「 農林 畜産 業」、「 地の 利」、「人 間 力
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あ ふ れ る 子 ど も た ち 」 を よ り 一 層 輝 か せ る た め の 施 策 に も 、

引き 続き 取 り組 んで まい り まし た。  

「 農 林 畜 産 業 」 の 振 興 で は 、 畜 舎 等 の 施 設 整 備 を 促 進 す る

国 の ク ラ ス タ ー 事 業 を 活 用 し て 、 地 域 産 業 の 核 で あ る 畜 産 業

の 生 産 基 盤 の 充 実 ・ 強 化 を 図 る と と も に 、 ６ 次 産 業 化 の 推 進

やス マー ト 農業 促進 事業 に 取り 組ん だと こ ろで あり ます 。  

「 地 の 利 」 の 拡 大 で は 、 都 城 志 布 志 道 路 の 整 備 が 更 に 進 展

し 、 令 和 ４ 年 ３ 月 １ ２ 日 に 「 乙 房 Ｉ Ｃ ・ 横 市 Ｉ Ｃ 」 間 が 開 通

予 定 で あ り 、 こ れ に よ っ て 全 区 間 の 約 ８ 割 が 開 通 す る こ と に

なり ます 。  

「 人 間 力 あ ふ れ る 子 ど も た ち 」 の 育 成 で は 、 １ 人 １ 台 パ ソ

コ ン の 整 備 や 統 合 型 校 務 支 援 シ ス テ ム を 導 入 し 、 児 童 生 徒 の

学 力 向 上 を 図 る と と も に 、 小 学 校 に 加 え 、 中 学 校 に 図 書 館 サ

ポ ー タ ー を 配 置 し 、 児 童 生 徒 の 読 書 環 境 の 向 上 に も 取 り 組 ん

だ と こ ろ で あ り ま す が 、 こ う し た 様 々 な 取 組 に 対 し 、 市 民 の

皆 様 か ら 御 理 解 と 御 協 力 を い た だ き 、 心 か ら 感 謝 申 し 上 げ ま
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す。  

さ て 、 足 下 の 我 が 国 経 済 を 見 ま す と 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス

感 染 症 に よ る 厳 し い 状 況 か ら 徐 々 に 回 復 し つ つ あ る 中 、 オ ミ

ク ロ ン 株 に よ る 感 染 拡 大 に 直 面 し 、 市 民 生 活 や 経 済 へ の 影 響

が 未 だ 続 い て い る 状 況 で あ り ま す が 、 経 済 の 先 行 き に つ い て

は 、 国 の 各 種 施 策 の 効 果 や 海 外 経 済 の 改 善 等 も あ っ て 持 ち 直

して いく こ とが 期待 され て おり ます 。  

こ う し た 中 、 政 府 は 、 感 染 拡 大 防 止 策 等 を 着 実 に 進 め る と

とも に 、「成 長 と 分配 の好 循 環」によ る「 新 しい 資本 主義 」の

実 現 に 向 け て 、 い わ ゆ る 「 １ ６ か 月 予 算 」 と し て 令 和 ３ 年 度

補 正 予 算 と 一 体 的 に 令 和 ４ 年 度 予 算 を 編 成 し た と こ ろ で あ り

ます 。  

本 市 に お き ま し て は 、 こ う し た 政 府 の 対 応 等 も 踏 ま え て 、

適 時 適 切 に 様 々 な 施 策 に 取 り 組 む 必 要 が あ る と 考 え て お り 、

今 般 編 成 し た 本 市 の 令 和 ４ 年 度 当 初 予 算 に お き ま し て も 、 ま

ず は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対 策 を 、 国 ・ 県 と 更 に 連 携
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して しっ か りと 取り 組 ん で まい りま す。  

その 上で 、「 デ ジ タル 化の 推 進 」に 積極 的に 取 り組 むと とも

に 、 こ れ ま で 進 め て き て い る 様 々 な 施 策 、 具 体 的 に は 、 本 市

が 持 つ “ ３ つ の 宝 ” を よ り 一 層 輝 か せ る た め の 各 施 策 を は じ

め、「 子 ども・子 育て 支援 」、「仕 事と 子育 て の両 立支 援」、「 市

民 の 健 康 増 進 」、「 ス ポ ー ツ ・ 文 化 活 動 の 推 進 」 や 「 中 心 市 街

地 の 活 性 化 」、「 地 域 の 活 性 化 」 等 の 重 要 施 策 の 推 進 に 予 算 配

分を 行う と とも に 、「 市 民サ ービ スの 更な る 向上 」のた めの 各

施策 に 取 り 組ん でま いり ま す。  

ま た 、 こ れ ら に 加 え 、「“ 肉 と 焼 酎 の ふ る さ と ・ 都 城 ” の 対

外 的 な Ｐ Ｒ 」 の 更 な る 推 進 を 図 る 各 施 策 に も 積 極 的 に 取 り 組

んで まい り ます 。  

そ の 一 方 で 、 行 財 政 改 革 の 推 進 に よ る 財 政 健 全 化 を 着 実 に

進 め 、 各 施 策 へ の 予 算 配 分 と の 両 立 を 図 っ た 予 算 と な っ て お

り、まさ に、“南 九州 の拠 点 都市 ＝リ ーデ ィ ング シテ ィ ”の 確

立と  “ 笑顔 あ ふ れる まち ＝ スマ イル シテ ィ 都城 ”の 実現 、そ
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し て 、 そ の 先 に あ る 「 市 民 の 幸 福 と 本 市 の 更 な る 発 展 」 を 実

現 す る た め の 予 算 、 『 ス マ イ ル シ テ ィ 都 城 ・ 未 来 発 展 予 算 』

とし て編 成 した とこ ろで あ りま す。  

それ では 、まず 、「新 型コ ロ ナウ イル ス感 染 症対 策 」につ い

て御 説明 申 し上 げま す 。  

こ れ ま で 、 本 市 で は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対 策 と し

て、「 感 染防 止」、「生 活支 援・事 業 支援 」、「 地 域経 済活 動の 回

復 」、「 新 し い 時 代 へ の 取 組 の 推 進 」 に 取 り 組 ん で き て お り ま

す が 、 今 後 も ス ピ ー ド 感 を も っ て 、 し っ か り と 対 応 し て ま い

りま す。  

特 に 、 ３ 回 目 の ワ ク チ ン 接 種 に つ き ま し て は 、 都 城 市 北 諸

県 郡 医 師 会 と 緊 密 に 連 携 し 、 個 別 接 種 に 加 え 、 令 和 ４ 年 １ 月

２ ９ 日 よ り 集 団 接 種 会 場 を 開 設 し 、 市 民 の 皆 様 へ の 迅 速 な ワ

クチ ン接 種 に取 り組 んで い ると ころ で あ り ます 。  

ま た 、 長 引 く 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 影 響 を 受 け て い

る地 域経 済 の回 復策 とし て 、令 和 ３年 度 に 引 き続 き 、「 住 宅リ
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フ ォ ー ム 促 進 事 業 」 や 「 ミ ー ト ツ ー リ ズ ム 推 進 事 業 」 等 を 実

施し てま い りま す。  

次 に 、「 デ ジ タ ル 化 の 推 進 」 に つ い て 御 説 明 申 し 上 げ ま す 。 

本市 では 、令和 元年 ８月 、「 都 城 デジ タル 化 推進 宣言 」を 行

い 、 令 和 ３ 年 ２ 月 に 「 都 城 デ ジ タ ル 化 推 進 宣 言 ２ ． ０ 」 へ 改

訂 し た 上 で 、 よ り 幅 広 い 分 野 で の デ ジ タ ル 化 に 取 り 組 ん で き

てお り ま す 。  

特 に 、 デ ジ タ ル 時 代 の イ ン フ ラ と な る マ イ ナ ン バ ー カ ー ド

に つ き ま し て は 、 国 と 連 携 し な が ら 普 及 促 進 に 取 り 組 み 、 令

和 ４ 年 ２ 月 現 在 、 マ イ ナ ン バ ー カ ー ド の 交 付 率 は ７ ６ ％ を 超

え、 市区 別 で全 国 １ 位と な って おり ます 。  

こ う し た 中 、 令 和 ４ 年 度 に お き ま し て は 、 組 織 ・ 人 材 ・ 予

算 全 て を 更 に 拡 充 し 、 新 規 事 業 ３ ３ 件 を 含 む ７ ７ 件 の デ ジ タ

ル関 連事 業 に取 り組 み 、全 ての 市 民が 、いつ でも 、どこ でも 、

デ ジ タ ル 化 の 恩 恵 を 享 受 で き る ま ち づ く り を 進 め て ま い り ま

す。  
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一 方 、 デ ジ タ ル 技 術 に 関 わ る こ と の 少 な い 、 い わ ゆ る デ ジ

タ ル 弱 者 と 呼 ば れ る 市 民 に 対 し て は 、 不 安 を 解 消 し て い た だ

く た め の 講 座 を 開 催 す る な ど 、 様 々 な デ ジ タ ル 技 術 に 触 れ る

機会 を設 け て支 援す るこ と で、「 誰一 人取 り 残さ れな い 、人 に

やさ しい デ ジタ ル化 」を 実 現し て ま いり ま す。  

次 に 、 本 市 が 持 つ “ ３ つ の 宝 ” を よ り 一 層 輝 か せ る た め の

各施 策に つ いて 御説 明 申 し 上げ ます 。  

第 １ の 宝 で あ る 「 農 林 畜 産 業 」 の 振 興 に つ き ま し て は 、 令

和 ４ 年 １ ０ 月 に 開 催 さ れ る 全 国 和 牛 能 力 共 進 会 鹿 児 島 大 会 で

の 日 本 一 獲 得 を 目 指 し 、 畜 産 農 家 や 関 係 機 関 が 一 体 と な っ た

取 組 を 支 援 す る 「 全 国 和 牛 能 力 共 進 会 対 策 事 業 」 や 、 地 域 産

業 の 核 で あ る 畜 産 業 の 収 益 力 の 向 上 や 生 産 基 盤 の 確 保 、 国 際

競 争 力 を 強 化 す る た め の 「 畜 産 競 争 力 強 化 整 備 事 業 」 に 取 り

組ん でま い りま す。  

また 、「 養豚 生 産 性向 上対 策 事業 」、「次 世 代乳 用 牛 育成 対策

事 業 」、「 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ 等 防 疫 対 策 支 援 事 業 」 等 に 引 き 続
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き 取 り 組 む と と も に 、 生 産 者 と 専 門 家 が 共 同 で 新 た な 商 品 を

創造 し「 儲 かる 農業 」を 実 現す るた め 、「６ 次 化 商品 開発 共 創

事業 」 に も 取り 組 ん でま い りま す。  

こ の ほ か 、 森 林 環 境 譲 与 税 を 活 用 し た 事 業 と し ま し て 、 新

た に 、 ス ギ コ ン テ ナ 苗 の 普 及 促 進 に よ る 植 栽 作 業 の 省 力 化 ・

分 散 化 を 図 り 、 計 画 的 ・ 効 率 的 な 森 林 整 備 を 推 進 し て ま い り

ます 。  

第 ２ の 宝 で あ る 「 地 の 利 」 の 拡 大 に つ き ま し て は 、 令 和 ３

年 １ １ 月 、 都 城 志 布 志 道 路 「 都 城 Ｉ Ｃ ・ 乙 房 Ｉ Ｃ 」 間 が 、 令

和 ６ 年 度 に 開 通 す る こ と が 発 表 さ れ 、 い よ い よ 全 区 間 の 約 ９

割 が 開 通 す る こ と に な り ま す 。 市 長 就 任 以 来 、 本 道 路 の 早 期

全 線 開 通 に 向 け て 、 様 々 な 取 組 を 行 っ て ま い り ま し た が 、 今

後 と も 引 き 続 き 、 整 備 ・ 活 用 促 進 大 会 の 開 催 な ど 啓 発 活 動 を

行 う と と も に 、 官 民 一 体 と な っ た 要 望 活 動 を 行 っ て ま い り ま

す。  

ま た 、 新 た に 鷹尾
た か お

上長
かみなが

飯通
えとおり

線
せん

（ 川 東 工 区 ） の 市場
い ち ば

入口
いりぐち

交 差
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点に つい て 、渋 滞 緩和 に向 け た整 備に 着手 す ると とも に 、鷹尾
た か お

都
みやこ

原線
ばるせん

、原村
はらむら

・ 今
いま

町
まち

線
せん

（ 瀬之 口
せ の く ち

橋
はし

）等の 基 幹道 路の 整 備にも

継続 して 取 り組 んで まい り ます 。  

さ ら に 、 全 て の 区 画 で 優 先 交 渉 者 が 決 定 し た 都 城 イ ン タ ー

工 業 団 地 桜 木 地 区 は 、 令 和 ４ 年 度 の 完 成 に 向 け 整 備 を 行 い 、

分 譲 を 進 め る と と も に 、 新 た な 工 業 団 地 の 整 備 を 検 討 し て ま

いり ます 。  

第 ３ の 宝 で あ る 「 人 間 力 あ ふ れ る 子 ど も た ち 」 の 育 成 に つ

き ま し て は 、 国 が 掲 げ る Ｇ Ｉ Ｇ Ａ ス ク ー ル 構 想 に 沿 っ た 小 中

学 校 の Ｉ Ｃ Ｔ 化 を 引 き 続 き 推 進 し 、 既 に 整 備 済 み の １ 人 １ 台

パ ソ コ ン を 活 用 し た 小 学 校 ３ 年 生 以 上 の 学 習 に 、 新 た に 「 Ａ

Ｉ ド リ ル 」 を 導 入 し 、 児 童 生 徒 の 学 力 向 上 を 図 っ て ま い り ま

す。  

ま た 、 Ａ Ｌ Ｔ に よ る 語 学 指 導 事 業 を 拡 充 し 、 語 学 力 の 向 上

と 豊 か な 国 際 感 覚 の 醸 成 を 図 る と と も に 、 中 学 校 図 書 館 サ ポ

ー タ ー を 増 員 す る こ と に よ り 、 生 徒 の 読 書 環 境 の 向 上 を 推 進
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して まい り ます 。  

次に 、主な 重要 施 策に つい て 、順 次 、御 説 明 申 し上 げ ます 。  

「 子 ども・子育 て支 援 」に つき まし ては 、「 子 ど も医 療費 助

成 事 業 」 に 引 き 続 き 取 り 組 む と と も に 、 令 和 ４ 年 度 か ら の 不

妊 治 療 の 保 険 適 用 に 伴 っ て 医 療 費 助 成 制 度 を 創 設 し 、 安 心 し

て子 供を 産 み育 てる 環境 を 整備 して まい り ます 。  

「 仕 事 と 子 育 て の 両 立 支 援 」 に つ き ま し て は 、 新 た に ２ か

所 の 放 課 後 児 童 ク ラ ブ を 開 設 す る な ど 、 子 育 て 世 代 の 両 立 支

援を 図っ て まい りま す。  

「 市 民の 健 康増 進 」 につ き まし ては 、 ７ ５ 歳以 上の 後期 高

齢者 を対 象 に 、 高齢 者の 虚 弱状 態（ フレ イ ル） にな りや す い

特性 を踏 ま え、 保健 事業 と 介護 予防 を一 体 的に 実施 し て 重 症

化予 防と 健 康寿 命の 延伸 を 図る 取組 を 、 市 内全 域に 拡充 し 実

施し て ま い りま す。  

「 ス ポ ー ツ ・ 文 化 活 動 の 推 進 」 に つ き ま し て は 、 都 城 運 動

公 園 に 、 防 災 機 能 を 持 つ 屋 内 競 技 場 を 新 た に 整 備 す る 「 都 城
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運動 公園 防 災施 設整 備事 業 」に 取り 組 ん で まい りま す 。  

ま た 、 令 和 ９ 年 に 開 催 さ れ る 国 民 ス ポ ー ツ 大 会 ・ 全 国 障 害

者 ス ポ ー ツ 大 会 宮 崎 大 会 に 向 け て 、 山 之 口 運 動 公 園 の 「 第 ３

種 公 認 陸 上 競 技 場 」 の 整 備 に 着 手 し 、 ま た 、 そ の 玄 関 口 と な

る 山 之 口 駅 等 の 整 備 を 進 め る と と も に 、 都 城 運 動 公 園 に テ ニ

スコ ート 等 の整 備 を 進め て まい りま す。  

さら に 、「一 般 社 団法 人都 城 市ス ポー ツコ ミ ッシ ョン 」を 設

立し、ス ポー ツ を 軸と した 地 域振 興に 取り 組 んで まい りま す 。 

ま た 、 芸 術 文 化 に 触 れ る 機 会 を 提 供 す る た め に 、 都 城 市 立

美 術 館 で 歌 川 広 重 「 東 海 道 五 拾 三 次 展 」 、 都 城 島 津 伝 承 館 で

特別 展「 都 城喫 茶こ とは じ め」 を開 催 い た しま す。  

「中 心市 街 地の 活性 化」に つき ま して は、「中 心 市 街地 居住

推 進 事 業 」 に 引 き 続 き 取 り 組 み 、 中 心 市 街 地 へ の 居 住 機 能 の

集積 を促 進 し て まい りま す 。  

ま た 、 民 間 に よ る 複 合 商 業 施 設 「 ＴＥ ＲＲ Ａ ＳＴ Ａ
テ ラ ス タ

」 が 令

和 ４ 年 ４ 月 に 開 業 予 定 で あ り ま す が 、 こ れ に よ り 、 中 心 市 街
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地 の 新 た な 魅 力 と 更 な る 賑 わ い の 創 出 ・ 活 性 化 、 周 辺 の 買 い

物困 難者 問 題の 解消 等が 図 られ るこ と を 期 待し てお り ま す 。  

「 地 域 の 活 性 化 」 に つ き ま し て は 、 市 内 １ ５ 地 区 で 「 地 域

活 性 化 事 業 」 を 引 き 続 き 実 施 し 、 地 域 へ 権 限 と 財 源 を 移 譲 す

る こ と で 、 地 域 の 活 性 化 に 向 け た 市 民 の 皆 様 の 自 発 的 な 取 組

を支 援し て まい りま す。  

な お 、 地 域 活 性 化 を 進 め る 上 で 重 要 な 基 盤 で あ る ま ち づ く

り 協 議 会 の 円 滑 な 運 営 に つ き ま し て も 、 継 続 し て サ ポ ー ト す

る と と も に 、 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 中 核 で あ る 自 治 公 民 館 へ の

支援 も継 続 して まい りま す 。  

次 に 、 「 市 民 サ ー ビ ス の 更 な る 向 上 」 に つ き ま し て は 、 近

年 多 発 す る 通 学 路 の 安 全 確 保 対 策 と し て 、 歩 道 の な い 通 学 路

に 新 た に 防 護 柵 等 を 整 備 す る 「 通 学 路 防 護 柵 緊 急 設 置 事 業 」

に取 り組 ん でま いり ます 。  

ま た 、 遺 族 に 寄 り 添 っ て 死 亡 手 続 を サ ポ ー ト す る お く や み

窓 口 に つ き ま し て は 、 書 類 作 成 の 負 担 軽 減 と 手 続 時 間 の 短 縮
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に継 続し て 取り 組ん でま い りま す。  

「“ 肉と 焼酎 の ふ るさ と・都 城”の 対外 的Ｐ Ｒ 」の 更な る推

進に つ き ま して は、「 肉 と焼 酎」を 中 心と し た物 産振 興 の 拠 点

施 設 と な る 「 道 の 駅 都 城 」 の 再 整 備 に し っ か り と 取 り 組 む と

と も に 、 令 和 ２ 年 度 全 国 １ 位 と な っ た ふ る さ と 納 税 に つ き ま

して も、対外 的 な ＰＲ ツー ル とし て更 に 推 進 して まい りま す。 

ま た 、 本 市 の 貴 重 な 観 光 資 源 「 関 之 尾 滝 」 を 含 む 関 之 尾 公

園 を 「 魅
み

せ る 観 光 地 」 に リ ニ ュ ー ア ル す る 事 業 に 引 き 続 き 取

り組 んで ま いり ます 。  

この ほか 、「 妻 ケ 丘地 区公 民 館建 設事 業 」、「 山之 口 総合 支所

複合 施設 整 備事 業 」 にも 継 続し て 取 り組 ん で ま いり ます 。  

令 和 ４ 年 度 に お き ま し て は 、 以 上 の よ う な 各 施 策 に 取 り 組

んで いく こ とと して おり 、その 結 果 、令 和４ 年度 当 初 予 算は 、

一 般 会 計 に つ き ま し て ９ ３ ６ 億 ８ 千 万 円 と な り 、 ま た 、 特 別

会 計 、 企 業 会 計 を 加 え た 全 会 計 で は １ 千 ４ ６ １ 億 ４ 千 ５ ３ ８

万６ 千円 と なっ てお りま す 。  
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 一 般会 計 予算 に関 し ま し て、 歳出 面で は、「 障 害者 福祉 サ

ー ビ ス 給 付 費 」 等 が 増 加 し た こ と 等 に よ り 、 扶 助 費 が ７ 億

３千 ５７ ９ 万４ 千 円 増加 し 、２ ３５ 億６ 千 ７０ ４ 万 ６千 円 と

なり まし た 。  

また 、投 資 的経 費 は 「志 和 池最 終処 分場 第 ３期 建設 事業

費」 が減 少 した もの の 、「畜 産 競 争力 強化 整 備事 業 費 」や

「物 産振 興 拠点 施設 整備 事 業 費 」 等 が増 加 し 、 １６ ６億 ７ 千

７３ ５万 １ 千円 とな りま し た。  

 歳 入 面 で は 、 市 税 に つ き ま し て は 、 前 年 度 に 比 べ て １ ２ 億

７ 千 ５ ７ ５ 万 ４ 千 円 増 加 し 、 １ ９ ２ 億 １ 千 ７ ７ ２ 万 ８ 千 円 を

見 込 ん で お り 、 地 方 交 付 税 に つ き ま し て も 、 地 方 財 政 計 画 等

を 踏 ま え 、 前 年 度 と 比 べ て ９ 億 ６ 千 ６ ２ ２ 万 ７ 千 円 増 の

１５ ８ 億 ３ 千９ １４ 万３ 千 円を 見込 んで お りま す。  

 ま た、 新 規市 債発 行額 に つき まし ては 、 臨時 財政 対策 債 の

減少 によ り 、前 年度 に比 べ て９ 億 ５ 千１ １ ４万 １ 千 円減 少

し、 ５５ 億 ５千 ５６ ６ 万 ７ 千円 とな って お りま す。  
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な お 、 令 和 ４ 年 度 末 の 一 般 会 計 の 市 債 残 高 見 込 み に つ き ま

し て は 、 ６ ８ ８ 億 ４ 千 ７ １ １ 万 ５ 千 円 と な り 、 初 め て ７ ０ ０

億 円 を 下 回 る な ど 、 着 実 に 財 政 健 全 化 を 進 め て お り ま す が 、

今 後 も 引 き 続 き 、 行 財 政 改 革 の 推 進 等 に 取 り 組 み 、 財 政 健 全

化を 図っ て まい りま す 。  

  以 上 、 今 後 の 市 政 運 営 に 対 す る 基 本 的 な 考 え 方 と 令 和 ４ 年

度当 初予 算 の大 要に つい て 御説 明い たし ま した 。  

 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 へ の 対 応 は 長 期 に 渡 っ て お り ま

す が 、 市 民 の 皆 様 お 一 人 お ひ と り に 御 理 解 を い た だ き 、 感 染

拡 大 防 止 対 策 を 講 じ て い た だ い て お り ま す こ と に 対 し 、 改 め

てお 礼申 し 上げ ます 。  

 今 後 も 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス と の 闘 い は し ば ら く 続 く と 思

い ま す が 、 世 界 の 英 知 を 結 集 し て ワ ク チ ン や 新 た な 経 口 薬 の

開発 も進 ん で き て お り、人類 は 必 ずウ イル ス に打 ち勝 ちま す 。 

 私 と し て は 、 ま ず は 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対 策 に 全 力

で 取 り 組 む と と も に 、 コ ロ ナ 収 束 後 を し っ か り と 見 据 え 、 本
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市 の 未 来 の 発 展 に 大 き く 貢 献 す る 「 デ ジ タ ル 化 の 推 進 」 を は

じめ とす る 重要 施策 を 、 積 極的 に推 進し て まい りま す。  

ま た 、 こ れ ら に 加 え 、 こ れ ま で 取 り 組 ん で き た 、 本 市 が 持

つ“３ つ の宝 ”をよ り一 層 輝か す た めの 各 施策 や、「 子ど も・

子 育 て 支 援 」 を は じ め と す る 重 要 施 策 を 着 実 に 実 施 し て い け

ば 、 本 市 は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 を 乗 り 越 え て 新 た な

日常 を取 り 戻す とと もに 、“ 南九 州の 拠点 都 市＝ リー ディ ン グ

シテ ィ ”と して の 地位 を確 立 し 、“ 市民 の笑 顔 があ ふれ る ま ち

＝ス マイ ル シテ ィ都 城 ” を 実現 でき る と 確 信し て お り ま す 。  

 し た が い ま し て 、 令 和 ４ 年 度 に お き ま し て も 、 市 民 の 皆 様

の御 理解 の 下、初 心を 忘 れ ず 、こ れ まで 以上 に“本 気 で挑 戦”

し、各施 策 を“ 積 極的 に 前 に 進め ”、本 市の 更 なる 発展 のた め

に 全 身 全 霊 で 取 り 組 ん で ま い る 所 存 で あ り ま す の で 、 市 民 の

皆 様 及 び 議 員 各 位 の よ り 一 層 の 御 理 解 と 御 協 力 を よ ろ し く お

願い 申し 上 げ 、 私の 施政 方 針と いた しま す 。  


